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調査期間

調査面積
調  査  原  因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 ° ′″° ′″ 　　㎡

ふじまき

藤巻

たちんぼういせき

多珍坊遺跡

ふくいけんよしだぐん

福井県吉田郡

えいへいじちょうふじまき

永平寺町藤巻

18322 36°
04′
03″

136°
24′
50″

20020703
～

20021226

20030702
～

20031224

8,300㎡ 中部縦貫自動車道
建設

 

遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主  な  遺  物 特記事項

藤巻多珍坊
遺跡

城館
窯
散布地

縄文時代
平安時代
室町時代
安土・桃山時代

須恵器窯３
灰原２
掘立柱建物２
礎石建物５
石垣３・溝16
落し穴１

須恵器
土師質皿
国産陶磁器（越前・
　　　瀬戸・美濃）
輸入磁器（青磁）
石硯

須恵器窯を３基検出した。
灰原から陶製人形・陶馬・鳥形
陶硯の蓋が出土した。

要　約
８世紀後葉～９世紀初頭の須恵器窯を３基と灰原２ヵ所検出し、多量の須恵器が出土した。
16世紀後半～17世紀初頭の館跡に関連する複数の平坦面と石垣、および、ほぼ同時に存在した坊跡
に関連する掘立柱建物２棟、礎石建物２棟などを検出した。また、「地鎮」祭祀の痕跡も認められた。
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